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は じ め に

本 調査 は ス エ ー デ ン、 イ ギ リス 、 フ ランス等 の ヨー ロ ッパ先 進 国 の 政府 機 関

及 び専 門 メー カー に おい て計 画 され て い る イ ン フ ォ ・コ ム ・テ クノ ロジ ーの 開

発 プ ロジ ェク ト(特 に 地域 情 報化 プ ロ ジェ ク ト)に 、当協 会 が 開発 したナ シ ョ

ナルTPBSの 手 法 を適 用 した場 合 の 有効 性 につ い て、 各国 の専 門 家 と意 見 を

交換 す る と と もに、 各 国 の 現 状 にお ける制 約 条 件 、問題 点及 び そ れ らを 解決 す

る た め の手 段 方 法 を 明 らか に し、 あ わ せ ナ シ ョ ナ ルTPBSの 今 後 の改 善 へ

の基 礎 を提供 す る こ とを 目的 と した もの で あ る。

財 団法 人 日本情 報 開 発 協 会 は本 調 査の遂行 のために、次の2名 を派遣 した。

増 田 米 二(財 団法 人 日本 情 報 開発 協会 理 事)

熊 谷 脩 一(財 団注 入 日本 情報 開 発 協会 研 究 員)

そ して、 そ の主 要 な訪 問 先 は 次 の通 りで あ る。

ス エ}ア ン

・ 技 術 開 発 省 「社 会 情 報 化 特 別 委 員 会 」

。AdministrationofSwedishTelecommunication

oL.Mエ リ ク ソ ン 社

イ ギ リス

oB.B.C.

oLogicaIＬimited

オ ラ ン ダ

・ 「情 報 化 推 進 委 員 会 」

フ ラ ン ス ノ
oMinistereDeLindustrieetDeLaRecherche.

oLR.LA

現 在 、 わ が 国 が 直 面 して い る 緊 急 課 題 と して は イ ン フ レ、 公 害 、 住 宅 問 題 、

資 源 不 足 等 の 問 題 が 山 積 み さ れ て い る が 、 い ず れ も、 多 くの 複 合 的 な 要 因 に よ

1



っ て も た らさ れ た もの で あ り 、 そ の 解 決 に は 多 角 的 な 面 か ら の システムア プロー

チ が 必 要 と さ れ る。

こ の よ うな 当 面 の 課 題 を 解 決 す る た め に 当 協 会 に お い て は

(i)全 国 的 、 国 家 的 な レ ベ ル で の 解 決 を め ざ す もの で あ る 。

ai}シ ス テ マ チ ック な ア プ ロ ー チ を め ざ す もの で あ る 。

(ni)様 々 の 複 合 的 な 社 会 ・経 済 的 課 題 に 対 処 す る こ と の で き る もの が あ る 。

以 上3つ の 基 本 的 考 え 方 に 基 づ い て ナ シ ョ ナ ルTPBS(NationalTarget

S。tti。g,P。li・yM・d・IB・ildi・g&S・h・d・li・gS・ …m)の 開 発 を 実 施

し てい る が 、 こ の よ う な 大 規 模 な シ ス テ ,ムで あ る ナ シ ョ ナ ルTPBSの 開 発 に

は 特 に

(i)ナ シ ョナ ルTPBSの 海 外 ブ ・ ジ ェク トへ の 適 用 に よ る シ ス テ ム 改 善

m先 進 国 の 政 府 機 関 、 専 門 家 等 を 訪 問 す る こ とに よる 意 見 交 換 、 討 議 に よ る

シ ス テ ム 改 善

の実 施 が 必 要 と な る 。

本 調 査 報 告 は 以 上 の 主 旨 に 基 づ い て ス エ ー デ ン 、 イ ギ リス 、 フ ラ ン ス等 の ヨ

ー ロ ッパ 先 進 国 の 政 府 機 関 及 び 専 門 メ ー カ ー と の 意 見 交 換 、 討 議 の 内 容 を と り

ま と め た もの で あ る。

1976年1月 増 田 米 二

φ

〉
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§1ヨ ー ロ ッパ ナ シ ョナ ルTPBS調 査 の 総 括

「は じ め に」 に おい て も述 べ た よ うに、 本調 査 は 、 当協会 が 開発 した ナ シ ョ

ナ ルTPBSの 手 法 を さ らに一 般 的 か つ汎 用 的 な シス テ ムへ と改 善 す る ため に 、

ヨー ロ ッパ 先 進 諸 国 の 地域 情 報 化 とい う問 題 に焦 点 を あわ せ実 施 され た。 そ し

て 、

(Dナ シ ョナ ルTPBS手 法 の ヨ ー ロ ッパ の国 家 的 プ ロジェ ク トへ の適 用 可 能

性 。

(ii)そ の 時 の条 件 と して考 慮 しな けれ ば な らない 諸 点の 明確 化 。

(mナ シ ョナ ルTPBSの 日本 で の プ ロ ジェ ク トへ の適 用 の場合 と ヨ ー ロ ッパ

諸 国 へ の プ ロ ジェ ク トへ の適 用 の場 合 との相 違 点 の 明確化 。

CV)今 後 、 ナ シ ョナ ルTPBSに お い て改 善 しな け れば な らない 点 の明 確化 。

等 につ い て 、 明 らか に す る こ とを意図 した もの で あ る。

以 上(n～Ov)で 述 べ た諸 点 を明 確 にす る ため に具 体 的 には

川 ス エ ー デ ン政 府 の 「社 会情 報 化特 別 委員 会 」 及 び情 報化 推 進 に関連 あ る各

機 関 。

(ii)イ ギ リス に お け るBBC及 びLOGICA・LIMITED等 。

(iii)オ ラ ンダ にteけ る 「情 報 化 推 進 委 員 会」

(iv}フ ラ ン スに お け る工 業 省及 び1.R.1.A・

等 を訪 問 し、

(i)ナ シ ョナルTPBSの 説 明

(li)情 報 化 プ ロジ ェ ク トへ の ナ シ ョナ ルTPBSの 具 体 的適 用

にっ い て意 見 を 交換 した。

以上 を通 じて 、 ナ シ ョナ ルTPBS手 法 は各 国 の 国情 等 の相違 を の り こえ て、

各種 の ナ シ ョナル プ ロ ジェ ク トへ適 用す る こ との 有 効性 が確 認 さ れ た 。

しか しな が ら、 ナ シ ョナルTPBS手 法 の 日本 の プ ロ ジェ ク トへ の適 用 と ヨ

ー ロ ッパ 諸 国へ の 適 用 の間に は い くつ かの 違 い が 存 在 す る が 、そ の最 も大 きな
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違 い は 、推 進 しよ う と して い る プ ロ ジ ェ ク トを と り まい てい る制 約条 件 や 問題

点 が 日本 と大 き く異 なっ てい る とい う点 で あ る。

各 国 の専 門 家 との討 論 の 中 で ナ シ ョナ ルTPBSの 今 後 の課題 と して 改善 し

な け れ ば な らない 点 と して、 次 の 点 が指 摘 され た 。

(i)質 的 な もの を量的 な もの へ の 転換 を行 な うた め の手 法 の 開発 が 必要 で ある。

(ii)一 般大 衆 の ニ ーズ を開 発 してい くた めの 手法 の 開発 が必要 であ る。

(m合 意 参 加 シス テ ムを うま く行 な っ て い くた めの シス テ ムの 開発 が必 要 で あ

る。

佃 プ ラ イバ シー問題 の取 り扱 い方 に関 す る各種 方 法 の 開 発が 必 要 で あ る。

これ らの 指摘 さ れ た 点 を受 け て 、 これ らを組 み こん だ モ デ ルを どの よ うに開

発 してい くか が 、今 後 の ナ シ ョナ ルTPBSの 改 善 へ の課 題 で あ る と考 え られ

るo

4

`

、
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§2ス エ ーデ ン政 府 に お け る情 報 化 プロジェク ト

へ のナ シ ョナルTPBS手 法 の適 用

こ こでは 、 ス エ ーデ ン政 府 の 「社 会情 報 化 特 別 委 員 会 」 が計 画 してい る情

報 化 プ ロ ジェ ク トへ の ナ シ ョナルTPBS手 法 の適 用 につ い て 、委 員 会 の メ ン

バ ー と意 見 の 交 換 を行 な っ た 、 そ の結 果 を示 す。

こ こで は次 の3つ の視 点 に つ い て述 る。

(Dス エ ーデ ン政 府 に お いて 実 施 さ れ よう と して い るブ ・ ジェ ク ト

の 内容 と現 状 。

(ii)ナ シ ョナ ルTPBSの 視 点 か らみ た プ ロ ジェク トの性 格 づ け、

制 約条 件 、 問 題 点 の 明確 化 。

aii)(ii)を 解 決 す るた め の手 段 、 方法 。

川 スエーデン政 府 にお い て実 施 され よ う と して い る プロジェク トの 内容 と現状

本 プ ロジ ェ ク トは 、通 常 の電 話 回 線(狭 バ ン ド)を 利 用 した テ レ コ ミュ ニ

ケ ー シ ョン技術 の 助 け を借 りて、 地 域 開発 の促 進 を実 施 す る とい う目的 の も

と に1975年 の初 め にス ター トした。

特 に、 この プ ロジ ェ ク トの基 本 方 針 と しては 次 の事項 が あ げ られ て い る。

α)地 方 地域 に も各種 の 社 会情 報 が い きわ たる よ うに す る。

(2)労 働条 件 の確 保 及 び人材 開 発 に役 立 て る。

〔31諸 階 層 か らの 参加 シス テ ムを形 成 す る こ とに よ り、 個 人 の社 会 的 物 質 的

水準 を高 め る。

(4)教 育 、 ソ ー シ ャル ケ アの 円滑 化 を計 る。

なお 、本 プ ロジ ェ ク トは同国 政 府 の5つ の各機 関 の連 合 か らな る情 報 化 特 別

委 の も とに運 営 され て い るが 、5つ の 機 関 とは次 の通 りで あ る。

(1)TheNationalBoardforTechnicalDevelopment

(2)TheNationalTelecommunicationsAdministration

5
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(31TheExpertBoardforRegionalDevelopment

(41TheSecretariatforFutureStudies

(5)TheSwedishAsrociationofIＬocalAuthorities

本 プ ロ ジ ェ ク トは 、 現 在 の 所 ま だ 実 施 の た め の フ ィ ー ル ド ス タ デ ィ の 段 階

で あ り 、 そ の 主 目 的 は 、 地 域 開 発 の ツ ー ル と し て の テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

技 術 の ア セ ス メ ン トと 本 プ ロ ジ ェ ク トが 実 施 さ れ た 場 合 の 分 散 化 さ れ た 社 会

へ の 経 済 、 文 化 活 動 へ の 効 果 を 計 量 す る もの で あ る。

な お 、 具 体 的kプ ロ ジ ェ ク ト ・テ ー マ と して は 次 の6つ の テ ー マ が あ げ ら

れ て い る 。

(1)地 域 ラ イ ブ ラ リ ー 情 報 サ ー ビ ス

(2)地 域 計 画 情 報 サ ー ビ ス

(31地 域 ソー シ ャル ケ ア 情 報 サ ー ビス

(4)地 域 教 育 サ ー ビス

㈲ 地 域 消 費 者 ア ドバ イ ス サ ー ビス

(6)広 域 勤 労 者 参 加 シ ス テ ム

ま た 、本 プロ ジェ ク ト達 成 の ため の技 術的 な点 は 次 の よ うに特 徴 づ け られ る。

(1>通 常 の 電 話 回 線 使 用 に よ る2ウ エ ー 狭 帯 域 技 術 を 使 用 す る もの と し、 テ

レ ビ電 話 等 の 広 帯 域 技 術 は 使 用 しな い も の とす る 。

(21コ ン ピ ュ ー タ ・メ モ リ ー ・ リ ソ ー ス の ア セ ス メ ン トを 行 な う。(具 体 的

に は ロ ー カ ル デ ー タ ー ベ ー ス 、 タ イ ム シ ア リン グ シ ス テ ム技 術 の ア セ ス メ

ン ト)

(31分 散 化 さ れ た 地 方 に お け る 中心 に な る 人 間 に よ る 近 隣 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ンセ ン タ ー に つ い て も考 慮 す る。

(4)高 度 に簡 単 化 さ れ た タ ー ミ ナ ル の 使 用 を考 え る。

"i)ナ シ ョ ナ ルTPBSの 視 点 か ら み た プ ロ ジ ェ ク トの 性 格 づ け 、 制 約 条 件 、

問 題 点 の 明 確 化

川 に お い て は 、 ス エ ー デ ン政 府 に お け る 情 報 化 プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 に つ い

6
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て述 べ て きた が 、 こ こで は、 そ れ らヘ ナ シ ョナ ルTPBS手 法 を 適 用 した結

果 、浮 きぼ りに さ れ て き たプ ロ ジェク トの具 体 的 内 容 、制 約条 件 及 び問 題 点

につ い て明 らか にす る。

(1)本 プ ロ ジェ ク トの 準備 は1976年4月 まで に終 了 した い。

(2}実 際 に この プ ロ ジェ ク トは1977年1月(お そ く と も1979年1月)

に は200～300の タ ー ミナ ル で オ ペ レ ー シ ョンの 実施 を や りた い 。

(3)本 プ ロジ ェク トの ス ター トの た め には い くつ か の代替 案 は用 意 さ れ てい

る。

(4}プ ロ ジェ ク ト推 進 を 困難 に させ てい る要 因 と して は 、次 の項 目が考 え ら

れ る。

㈲ シチズ ン ニ ーズ の把 握 が 困 難 で あ る。

㈲ ソ フ トウェ ア、 ハ ー ドウ ェア の両 者 を国 内 メー カの技術 で 開 発 したい

が 技 術 的 に十 分 に確 立 しな い面 が あ る 。

内 大 規 模 コ ン ピュ ー ターの 導 入 で は な くミニ コ ン程 度 の利 用 で 実施 した

い が 、 ハ ー ドウェ ア上 でい くつ か の 問題 点が 存 在す る。

(⇒ 経 済性 と社 会 開 発 との バ ラン ス を どの程 度 にす る か とい う問題 が存 在

す る。

㈱ 政 府 か らの予 算 に制 限 が あ る。

内 プ ライ バ シーの 問 題 にっ い て は ス エ ーデ ン では あ ま り問 題 に な らず 、

この 点 は 日本 とは大 きな違 い で あ る。

"ii)(ii)を 解 決 す るた め の手 段 ・方法

(ii)vak・い て 討論 さ れ た事 項 に基 づ い て 、情 報 化 プロ ジェ ク ト達 成 の た め の

ビ ジ ョン マ ップを 作成 した 。(ラ イ ブ ラ リーサ ー ビス)

そ れ を図1に 示 す 。

な お、 ライ ブ ラ リー サ ー ビス プ ロジ ェ ク トを達 成 す るた めの ク リテ ィ カル

ポ イ ン ト として は、 迅 速 、有 用 、安 価 な デ ー タベ ー スの 確立 とい うこ とが挙

げ られ た 。
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図1.ラ イ ブ ラ リー サ ー ビ ス 達 成 の た め の ビ ジ ョ ン マ ッ プ
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■

次 に、 図1に お い て作 成 され た ビ ジ ョン マ ップ を基 本 と して、具 体 的 には、

次 の項 目が情 報化 フ.ロ ジェ ク トを 推 進 して い くた め の重 要 項 目 と して あげ ら

れた 。

(1)現 在 はLSI技 術 の 普及 段階 とい う時 代 に さ しか か っ てteり 、情 報化 を

推 進 す るに は最 も良 い時 期 で あ る。 この時 期 を の が す ことな く、 ス エ ーデ

ン は情 報 化 社 会の パ イオ ニ ア に な るべ く、 本 プ ロ ジェ ク トを 強 力 に推 進 す

るの が よい 。

働 米 国 、 日本 、 ヨー ロ ッパ に お け る経 験 を十 二 分 に生 か す よ うに す るの が

よい。

(3、6つ の プ ロ ジェ ク トは各 々個 別 に 開 発 した 方 が 良い と考 え られ る。

(4)6っ の プロ ジェ ク トに つ い て は、各 々最 もニー ズの 高い2～3の サ ー ビ

ス に限 定 し、 トー タル で 多 くて も20～30位 の サ ー ビス に した方 が良 い。

⑤ まず 最 初 に十 分 に シ チズ ン の ニ ーズ を さ ぐらな くて は な ら ない 。

(6)最 初 は提 供 す る サ ー ビスの範 囲 を最 もニ ーズ の高 い もの に限 定 せ よ。
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(7)端 末 機器 と して はLSI技 術 を使 用 し、簡 単 な プ リン ター、 キ ーボ ー ド

を付 加 した程 度 の 安 価 な もの を使用 す るのが 良 い。

(8)一 方 では サ ー ビス を受 ける シチズ ンの ポ テ ン シャ ル ア ップを 計 らな けれ

ば な らな い。

(9)ク リテ ィカ ル な問 題 につ い て十 分 に考 慮 しな けれ ば な らない ご

ae}コ ス ト的 に見 て み る と、1980年 に は ス エ ーデ ン にお い て1人 当b月

間収 入 は300,000円 とみ こま れ、 そ の0.5%を 情 報 サ ー ビスに対 し支 払

うと仮 定 す る と15,000円/月 で あ る。

この額 は 、情 報 サ ー ビス を提 供 す る側 に とっ て も、 受 ける側 に とっ て も

十 分 な額 で あ る と考 え られ る。

《
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§3ス エ ー デ ンLMエ リク ソ ン社 に お け る

ピ ク チ ャ ー フ ォ ンを 利 用 した 情 報 ネ ッ

'ト ワ ー ク 開 発 へ の ナ シ ョナ ルTPBS

手 法 の 適 用

§2に お い て は 、 ス エ ー:一デ ン 政 府 の 情 報 化 プ ロジェ ク トへの ナ シ ョナルTPBS

手 法 の 適 用 に つ い て の べ た 。

一 方
、 ス エ ー デ ン に お い て はLMエ リ ク ソ ン社 に お け る ピ ク チ ャ ー フ ォ ン を

利 用 した 独 自の 情 報 ネ ッ トワ ー ク 化 の 開 発 が 進 め られ て い る。 そ こ で 、 こ こ で

は この プ ロ ジ ェ ク トに ナ シ ョ ナ ルTPBS手 法 を 適 用 した 場 合 に っ い て 各 種 の

討 論 を 行 な っ た 、 そ の 結 果 を と り ま と め る 。

こ こ で は 、 次 の3つ の 視 点 に つ い て の べ る 。

川LMエ リ ク ソ ン 社 にk・ い て 進 め られ て い る 、 ピ ク チ ャ ー フ ォ ン

ネ ッ ト ワ ー ク の 現 状 と内 容 。

(ii)ナ シ ョ ナ ルTPBSの 視 点 か ら み た 制 約 条 件 及 び 問 題 点 の 列 挙 。

(m(iDを 解 決 す る た め の手 段 ・方 法 。

(i)LMエ リク ソ ン社 に お い て 進 め ら れ て い る ピ ク チ ャ ー フ ォ ン ネ ッ トワ ー ク

の 現 状 と内 容

こ こ で は 、'LMエ リ ク ソ ン社 に お い て 開 発 さ れ た ピ クチ ャ ー フ ォ ン 自体 及

び そ の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 概 要 に っ い て の べ る 。

ピク チ ャ ー フ ォ ン は 、

(1)ダ イ ア ロ グ(コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ トを 内 蔵 した テ レ ホ ン セ ッ ト)

(2}エ リ コ ボ ック ス(ラ ウ ドス ピ ー カ ー セ ッ ト)

(3、 ピ ク チ ャ ー ユ ニ ッ ト(カ メ ラ と デ ィ ス プ レ イ セ ッ ト)

よ り成 り 、 こ の 様 子 を 図2に 示 す 。
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図2.ピ ク チ ャ ー フ ォ ン の 機 器

エ リ コ ボ ッ ク ス ピ ク チ ャ ー ユ ニ ッ ト

な お 、 こ の シ ス テ ム は 次 の よ う な数 々 の 特 徴 を もっ て い る 。

(1)通 常 のface-to-faceコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 可 能 で あ る。

(2)ミ ラ ー 使 用 に よる 各 種 の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の電 送 が 可 能 で あ る 。

(3、 ズ ー ム レ ン ズ の 使 用 に よ る ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン な どの 拡 大 化 が 可 能 で

あ る 。

)

)

4

5

(

(

6

7

創

9

以上 の特 徴 を生 かす こ とに よ り

っ た市 相互 、 オ フィス 相互 、部 屋 相 互 に おい て きわ め て効 率 的 に行 うこ とが

出来 る。

次 に 、 ピク チ ャー フ ォ ン を ビジ ネス部 門 に設 置 した時 の代 表 的 な ブ ロ ック ダ

ダ イ ア グ ラ ムを示 す 。(図3)。

マ イ ク ロ フ ィ ル ム イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン リ ト リ ー バ ル が 可 能 で あ る 。

会 議 用 テ レ ビ と し て 利 用 可 能 で あ る。

リモ ー トTVモ ニ タ リ ン グ と し て 利 用 可 能 で あ る 。

ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ ー と の連 結 が 可 能 で あ る 。

コ ン ピ ュ ー タ ー と の 連 結 に よ る 各 種 デ ー タ の デ ィス プ1/イ が 可 能 で あ る 。

バ ン ド巾 と して は5MHz,1MHz,4KHzの3つ が 使 用 可 能 で あ る 。

、 迅 速 か つ 正 確 に 複 雑 な 情 報 の 交 換 が 異 な
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次 に、 この ピク チ ャ ー ホ ン を使 用 した コ ミュニ ケ ー シ ョ ンネ ッ トワーク の

現 状 につ い ての べ る。

ピクチ ャー フ ォン を 使用 した ネ ッ トワー クに は

(1)近 距 離 ネ ッ トワー ク

(2)遠 距 離 ネ ッ トワー ク

の2つ が考 え られ る が 、現在 エ リク ソ ン社 におい て は近 距 離 ネ ッ トワーク へ

の導 入 の 実験 及 び 実 用化 を 行 っ てい る。

具 体 的 だはLMニ リク ソ ン社 内 に10ヵ 所の 地 点 を選択 し、 そ こに ピクチ

ャ ー フ ォ ンを設 置 し、各 種 の利 用 法 の検 討 を行 お うとす る もの で あ る。

10ヵ 所 の 設置 場 所 と しては5ヵ 所 はデ ザ イ ン部 門 、後 の5ヵ 所 は生 産 部

門 とな っ てい るo

躰 的なネ… 一ク磁 勘 助 である!頗 図・参照)・

ネ ッ ト ワ ー ク 相 互 間 に お い て 、.次 に 示 す よ う な 情 報 変 換 が 行 わ れ て い る 。

川 部 品 の 出 来 具 合 の モ ニ タ リ ン ン.

(iiジ 設 計 図 の 伝 送tt∵,

㈹.各 種 ドキ ュ メ ン トの 伝 送 ■ 、 ・.・

この 近 距 離 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実 験 で得 られ た 各 種 結 果 は 次 の 通 り で あ

・るo

il1)デ ザ イ ンや生 産 品 につ い て の種 々の デ ィス カ ッシ ョンを 迅 速 に行 うこ

iと が で ぎ るρ。特 にズ ーム レ ンズ を使 用 した設Ft図 、各 種 部 品 の拡 大 の威
1
.力 は す ば ら しい。

〆(21今 まで の よ うに各 部 門間 をか けず りまわ る必要 が な くなb
、 時 間的 、

金銭 的 な節 約 が な され る。 ㌦

(31.待 ち時 間 、 む だ時 間の短 縮、 ミステ ー クの 減 少等 に より、 より大 きな

ス ル ー プ ッ トを 生 み だす ことが 出来 る。

な ま"、遠 距 離 コ ミュ ニ ケー シ ョンの実験 も現 在 計画 中 であ るが、 伝送 路 の

問題 、政 府 の方 針 等 に より、 まだ具 体 的 な形 には なっ てい ない 。
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(ii)ナ シ ョナルTPBSの 視 点 か らみ た制 約条件 及 び問 題 点の 列 挙

α)技 術 的 な 面 か らみ て も、 ま だ い くつ かの改 善 が な され な くては な らな い。

(例 えば 伝 送路 の改 善 、 コス トダ ウ ン化 等)

(2}経 済 的 な 面 か らみ る と、 ピクチ ャー フ ォンは現 在 の所 あ ま りに も高 価 す

ぎ、 一 般 的 な 普及 が な され る ため には大 巾な コス トダ ウン化 が計 られ なけ

れば な らない 。

(31政 治 的 な 面 か らみ る と、 テ レ コ ミュニ ケー シ ョ ン、 ア ドミニ ス トレー シ

ョンが ピク チ ャ ー フ ォ ンの 積極 的 利 用 に 目を 向 け てい な い 。

(41ピ クチ ャ ー ホ ンに よる デ ー タの伝 送 を完 全 に実 施 す る には(5MHz使

用)同 軸 ケ ー ブル が 必 要 に な るが スエ ー デ ンに お い ては 、 地 下 に非 常 にか

たい岩 盤 が あ るた め に、 地 下 を堀 る こ とが 非 常 に難 か し く、 新 たな ケ ー ブ

ル をひ くには莫 大 な コス トがか か る とい う特 殊 事情 が あ る。

㈲ 現 在 ピク チ ャ ー フ ォ ンの利 用形 態 と しては 一般 企業 、 政 府等 の イ ンハ ウ

ス にお け る一 般情 報 の 交換 に限 られ てら るの み で あ る。

(mω を解 決 す る ため の手 段 、方 法

④ 技術 的 問 題 点 、 また 地 下 の性 状等 を考 慮 して 、 グ ラス フ ァイ バ ーを使 用

した レーザ ー伝 送等 の 新 しい伝 送 技術 の可 能性 の検 討 を計 るべ きで あ る 。

(2)IC技 術 の 開発 、 導 入 に よる コス トダ ウン化 を計 るべ き で あ る。

(31ピ クチ ャ ー フォ ンの 利 用 の新 しい 分野 を開 拓 す べ き で あ る。

ω 医療 診 断 シス テ ムの 一環 と しての使 用 可 能性 の検 討 。

同 特 に僻 地 医療 診 断 シ ステ ム用 と しての 使 用可 能性 の 検 討 。

困 銀 行 等 に お け る防犯 シス テム用 と しての利 用 可能 性 の 検 討 。

←)ビ ジネ ス オ フ ィ ス に 益け る積 極 的 利 用 の検 討 。

困 政 府 関 係 に おけ る積 極 的 活用 の 検 討。

内 企 業 に お け る トップ マ ネ ー ジ メ ン トの ツール と しての 利 用 可能 性 の検

討。
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§4英 国 に お け る情 報 サ ー ビス シス テ ム

TELETEXTへ の ナシ ョナルTPBS

手 法 の 適 用

こ こでは 、英 国 に おい て現 在 開発 さ れ つつ ある情 報 サー ビス システ ムTeletext

の 開 発 プ ロジ ェク トへ の ナ シ ョナ ルTPBS手 法 の 適 用 にっ い て意 見交 換 を行

っ た の で、そ の 結果 の 概 要 を 示 す。 なお 、TeletextはBBCに おいて進 められ

てい るCEEFAXとPOSTOFFICEに お い て進 め られ て い るVIEWDATA

の2つ を含 む もの で あ る。

こ こでは 、次 の3つ の 視 点 につ い ての べ る。

(DTeletextプ ロ ジェ ク トの 内容 と現 状

(ii)ナ シ ョナ ルTPBSの 視 点 か らみ た プロ ジェ ク トの性 格 づ け、

制 約 条件 、 問題 点

(m(ii)を 解 決 す る ため の手 段 、方 法

以 上(i)～(mに つ い てCEEFAX、VIEWDATAの 各 々に つ い て の べ る。

(i)CEEFAXの 内容 と現 状

CEEFAXはBBCの 開 発 した情 報 サ ー ビス の シス テ ム で あ り、 この シス

テ ムは通 常 の テ レ ビ ジ ョ ン送 受 信 システ ムを利 用 す る もの であ る。情 報 の 送

信 方法 は、 放送 局 か ら送 信 す る テ レ ビジ ョン信号 に静 止 画 用の 信 号 を付 加 し

て送信 し、 受信 者側 に お い て はCEEFAX専 用 の デ コ ーダ ー を テ レ ビジ ョ ン

受 信機 に付 加 して、 送 られ て く る各 種情 報 を静止 画 の形 で受 け とる もの で あ

る。

現 在CEEFAXは まだ 実 験 段 階 で あ り、送 信 さ れ る情 報 量 も多 くは な く

100枚 の カ ラーペ ー ジがCEEFAXマ ガ ジ ン と して提 供 され てい るのみ で

ある。 そ れ らの 内容 と して は現 在 の所 ニ ュース、 ス ポ ー ツの 結 果 、 天候 、旅

行情 報、 ス ト ック ・マ ーケ ッ トの 価 格、 消費 者行 動 を含 ん で い る が、 これ か

ら将来 にか け て各 種 情 報 の 拡張 が 考 え られ てい る。

◎
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図5.CEEFAXの 目 次
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受 信者 は デ コ ーダ ーに付 属 され て い る ペ ー ジセ レク トユ ニ ッ トを 使 用 す る
　

こ とに より、そ の ダ イ ヤル を お しな が ら、 まず サ ー ビス され て い る情 報 の イ

ンデ ック スを選 択 し、 次に これ らに基 づ い て各 自の必 要 とす る情 報 を選 択 す

る こ とが で き る。

図5に 現 在CEEFAXに お い て提供 さ れ てい る 目次 を示 す(次 頁 参 照)。

次に 図6にCEEFAXの 基 本 シス テ ム構 成 を示 す。

図6.CEEFAX基 本 シ ス テ ム構 成
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(ii)ナ シ ョナ ルTPBSの 視 点か らみ たCEEFAXの 制 約条 件 及 び問 題 点 の列

挙

CEEFAXは 通 常 の テ レ ビ送 受 信 シス テ ム を利 用 した静 止 画情 報 サ ー ビス

シス テ ムで あ るが 、現 在 実 験 段階 とい う点 を考 慮 して も、現 段階 に おい て は

い くつ かの 制 約条 件 及 び問 題 点 が存 在 す る。

(1)情 報 提 供 側 の問 題 点 と しては 、情 報検 索 の た め の時 間の 関係 上1,000

種類 程 度 の情 報 提 供 量 が1つ の限 界 で あ る とい う制 約が 存 在 す る(1,000

種以 上 に す る と検 索 時 間 が 長 くな りす ぎ て しま う)。
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と

●

働 受 信者 側 の 問 題 点 と しては 、一 般 の テ レ ビ ジ ョンに付 加 す る た め のデ コ

ー ダ ーが現 在 の所 、 高 価 で あ りす ぎ、一般 へ の 普 及 は 困難 で あ る。'

〔3、CEEFAXを 全 国 的 な ネ ッ トワーク と して公 開 す る ため には 、政 府の 認

可 が 必 要 にな る が、 将来 この シ ス テ ムに対 し、 英政 府 が どの よ うな対 処 方

法 を と るの か 末定 で あ る。

(41現 在 の 所 、 サ ー ビス さ れ てい る情報 は、 ニ ュー ス、 ス ポ ー ツ結 果 、天 候 、

旅 行 情 報等 、 一般 的 な項 目のみ を あつ か ってい るが 、 将来 サ ー ビスの 巾 を

拡 大 した時 、 どの よ うな情 報 を提 供 す るの が 良 いの か とい う提供 情 報 の 内

容 に つ い て考 え てい かな け れ ば な らない。

㈹ ㈲ を解 決 す るた め の手 段 ・方法

(1)多 量 の情 報 提供 を 可 能 とす る た め に、情 報 検 索 方 式 の技 術 的 改 善 及 び新

方 式 の検 討 を試 み な けれ ば な らな い。

f2)CEEFAXの 普 及 を計 る ため に は、 デ コーダ ーの 低 価格 化 が必 要 不 可欠

で ある が 、そ の た め に はIC技 術 等 の 開 発、積 極 的導 入 に よる コス トダ ウ

ン化 が計 られ な けれ ば な らな い。

(31(2)を 実現 す る ため に、BBC、ICメ ーカ ー(例 え ば テ キサ ス ・イ ンス

ツル メ ン ト)、 デ コ ー ダ ー メ ー カー等 の 其 向出 資 に よる 第3セ ク ター的 な

新 組織 をつ くる こ とが 必 要 で あ る。

(41(3、 にお い て設 定 さ れた 組織 を母 体 と してCEEFAXの デ モ ンス トレー シ

ョン を行 な う とと もに、 強 力 に政 府 にCEEFAXの 推 進 を働 きか け る こ と

が 必 要 で あ る。

(51シ チ ズ ンへ のCEEFAXの デモ ンス トレー シ ョンを行 な うこ と に よ り、

一 般 へ の普 及 を計 る と と もに、 シチ ズ ン に対 す る情 報 サ ー ビス の 内容 と し

て 、何 が 必要 な の か を発 掘 す る作 業 を 緊急 に実 施 しなけ れ ば な らない。

aV)POSTOFFICEに おい て計 画され ているVIEWDATAシ ス テ ムの現 状

,ズ

BBCに お い てはCEEFAXと 名付 けられた、情報 サービスシステムが司 凶され

ているが、一方英国POSTOFFICEで は同様 のシステムをVIEWDATAと よんでい る。

一19一



CEEFAXが 通 常 の テ レ ビ通 信 システムを利 用するのに対 して、VIEWDATA

は 通常 の電 話 回 線 と、 この 回 線 に連絡 さ れ た大 型 コ ン ピ ュー ター を使 用 す る

もの で ある。

次 にVIEWDATAの 一 般 的 な シス テ ム形 態 を示 す 。(図7)

モディファイド

テレビセット

図7.VIEWDATAシ ス テ ム

大型 コ ン ピュー タ

● ● ● ○ ●

● ● ● ● ●

ハ ン ドキー ボ ー ド

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

通信電話
回線 圏

各 種 情 報

データバンク

サ ー ビス の 受 け手 は 通 常 の 電 話 、 モ デ ィ フ ァ イ ドテ レ ビ セ ッ ト、 ハ ン ドキ

ー ボ ー ドを 家 庭 又 は オ フ ィ ス に準 備 す れ ば よい 。 こ の テ レ ビ セ ッ トは 電 話 回

線 を 通 じて セ ン タ ー に あ る 大 型 コ ン ピ ュ ー タ に 連 結 さ れ 、 受 け 手 の ボ タ ン操

作 で 各 種 類 の 情 報 を テ レ ビ画 面 上 に取 り 出 す こ とが で き る よ う に な っ て い る 。

受 け 手 は キ ー ボ ー ドを操 作 す る こ と に よ り 、 まず提 供 さ れ るサ ー ビスのlndex

を 画 面 上 に うつ し出 す こ と が で き 、 そ れ を 見 な が ら必 要 情 報 を 検 索 す る こ と

が で き る よ うに な っ て い る 。

本 シ ス テ ム の 特 徴 と して は 次 の よ う な もの が 考 え られ て い る 。

(1)コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る こ と に よ り 、 ニ ュ ー ス 、 娯 楽 、 旅 行 、 商 用 情 報 、

r20一
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ス ポ ー ツ等 の 一 般 情 報 だ け で な く、 エ ン サ イ ク ロペ デ ィ ア級 の ワ イ ドレ ン

ジ の 各 種 の 情 報 を 提 供 す る こ とが で き る 。

(2)コ ン ピ ュ ー タか ら の 一 方 的 な 情 報 サ ー ビス の み で は な く、 受 け 手 相 互 間

の 情 報 の や り と り も コ ン ピ ュ ー タ ー を 介 在 さ せ て 行 な う こ とが 出来 る 。

な お 、 本 プ ロ ジ ェ ク トは1976年1月 か ら ス タ ー ト し、1gt77年 の 終

り ま で に マ ー ケ ッ ト リサ ー チ を 終 了 し1978～79年 頃 に は フ ル 稼 働 の パ ブ

リ ック サ ー ビ ス を 行 な う計 画 に な っ て い る 。

(V)ナ シ ョナ ルTPBSの 視 点 か らみ た制 約 条 件 及 び 問 題 点 の 列 挙

{1)VIEWDATAの サ ー ビス と して 提 供 す る情 報 の 範 囲 が ま だ 決 め られ て い

な い 。'

こ の 点 は 特 に コ ス ト的 な 面(DataBankの 大 き さ、 マ シ ン規 模 、 ラ ン

ニ ン グ コ ス ト等)に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 。

(2)(1)の 範 囲 の 決 定 に は 当 然 の こ と な が ら 、 シ チ ズ ン の ニ ー ズ の 要 求 の 高 い

も の と して は ど の よ うな 項 目 が 考 え ら れ る の か とい う点 に つ い て の 明 確 化

を 必 要 と す る 。

(3、VIEWDATAの 一 般 的 な 普 及 を 計 る た め に は 安 価 な キ ー ボ ー ドセ ッ ト、

モ デ ュ レ ー シ ョ ン テ レ ビセ ッ トの 開 発 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。

(4)コ ン ピ ュ ー タ ー セ ン タ ー に 設 置 さ れ る 大 型 コ ン ピ ュ ー ター の た め の 情 報

サ ー ビ ス 用 の 各 種 ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 が 必 要 と な る。

㈲ 情 報 サ ー ビ ス の た め のDataBankの 作 成 、 運 用 を 行 っ て い くた め の 独

立 した 組 織 が あ っ た 方 が 良 い 。

(6)BBCのCEEFAXとVIEWDATAの 間 の 互 換 性 が 考 え られ る な ら ば 、

よ り効 率 的 な 情 報 サ ー ビス が 可 能 に な る と考 え られ る 。

(V)(V)を 解 決 す る た め の 手 段 、方 法

(1)シ チ ズ ン へ の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン に よる 普 及 化 と と も に 、 シ チ ズ ンの

要 求 の 高 い ニ ー ズ の把 握 を 早 急 に 実 施 しな け れ ば な ら な い 。

(2}POSTOFFIOEを 中 心 に し て 、安 価 な 受 信 用 装 置 の 開 発 の た め の 組 織

一21一



作 りを始 め なけ れ ば な らな い 。

(31コ ン ピュ ータ セ ン タ ーの各 種 ソ フ トウ ェア につ い て は英 国 及 び各 国vak・

け る経 験 を洗 い なお してみ る こ とが 必 要 で あ る。

(4)DataBank作 成 の た めの 組織 づ く りを早急 に行 ない 、すみやか にData

Bank作 成 の作 業 に とbか え る ことが 必 要 で あ る。

(5)BBCと 協 力 して受 信 者 側 に お け るCEEFAXとVIEWDATAの デ ュ

ーダ ーの互 換性 、相 互 使 用 可 能 性 につ い ての検 討 を行 うこ とが 必要 で ある。

●

Ψ
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ス エ ー ア ン

月 曜 日

10月27日

10:00～

火 曜 日

10月28日

9:30～

1430～

水 曜 日

10月29日

13:00～

'

§5 日程及 び訪 問先 リス ト

SJFの 訪 問

住 所:GrevTuregatan14,8rdfloor,stbckholm

ス エ ー デ ン に お け る 技 術 開 発 省 に お け る テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン と地 域 開 発 の た め の 「社 会 情 報 化 特 別 委 員 会 」 と の

討 論

MrTomasOhlin,Director

　ふ
MrIngemarWahlstrom

MissKadriuHallwau

CentralAdministrationofSwedish

Teleco㎜uniCationの 調

住 所:Marbackagatanll

MrIngemarWahlstrom

MrTomasOhlin他1名

MationalSwedishOffieeOrganizationand

Managementの 代 表 者 と の 討 論

所

r

r

r

r

r

住

D

M

M

M

M

.BirgerJarlsTorg10.

PerSvenonius,Director

BerntFesten

Olson

Andren

GoranAxelsson

LMエ リク ソン社 の代 表 者 との 討議

ココ ノ
住 所:VastbergaAlle36,3rdfloor

DrNilsOlofJohannesson
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木 曜 日

10月30日

9:30～

11二30～

15:00～

イ ギ リ ス

月 曜 日

11月3日

9二30～

火 曜 日

11月4日

10:00～

13:00～

、

MrJanKrook

MrJanSvensson

MrKulucauu

TheSwedishAssociationofFuturestudies

の 代 表 者 と の 討 論

住 所 二GrevTuregatan14

のコ
MrBerntHogberg

MrAlfG.F.Persson

EsselteBonnierAudioVisualの 代 表 者 と の 討 論

住 所:Skeppsbrom18

MrBengtArneVedi皿,Manager

MrWathierHamilton

MinistryofLabourと の 討 論

住 所:Mynttorget2

MrBengtThufvesson

M .rStefanHolm

EsselteBonnierAudioVisualの 代 表 者 と の 討 論

住 所:37,NewBondStreetLondonWIYgHB

MrRichardwhittington

LogicaLimitedの 代 表 者 と の 討 論

住 所:64,NewmanSsteetLondonWIA4SE

MrTimJohnson

BBCの 代 表 者 と の 討 論

住 所:BroadcastingHouse,LondonWIAIAA

MrR.A.Moulton
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オ ラ ン ダ

水 曜 日

σ

11月5日

13:00～

GenootschapVoorAutomatiseringの 代 表 者 と の 討 論

住 所:'Amsterdam-1007paulusPotterstraat40

MrS.D.Duyverman

MrWailaces.Bruschweilersr

他1名

フ ラ ン ス

木 曜 日

11月6日

13:00～

1600～

MinistereDeL'industrieet

住 所:97RuedeGrenelle

MrM.Taib

MtJean.1.Ayrault

I.R.1.Aの 代 表 者 と の 討 論

住 所:78150LeOhesnay

MrE.Gelenbe

DeLaRecherche

Paris7500F

'

・

.●
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§1ナ シ ョナ ルTPBSの 概 要

'

現 在 我 が国 が 当 面 して い る 緊急課 題 と しては 、 イ ン フ レ、公 害 、 資源不 足

等 多 くの 問題 が 山 積 み され てい るが 、そ れ らの解 決 に は 多面 的 な シ ステ ム的

ア プ ロー チが 必要 と され る。

当協 会 に おい て は 、数 年 来 規 範 的 な ビジ ・ン計 画 の た め の シス テ ムで ある

TPBSの 開発 を進 め て きたが 、 これ を さ らに発 展 させ て、 これ らの複合 的

な社会 ・経 済 的 課題 を解 決 す る た めの手 法 と して 開発 され たの が ナシ ・ナ ル

TPBS手 法 で あ る。

次 に ナ シ ・ナルTPBSの 特 徴 を示 す。

(i)本 シ ス テ ムは解 決 され る べ き当該 社 会 ・経済 的 課題 に お いて起 っ て くる

諸変 化 、発 展 の過 程 で 、特 に注 目 され る新 しい ク リテ ィ カル な兆候 を早 期

に発 見 し、 そ の将 来 の方 向 と これ が当 該 問題 の解 決 に及 ぼ す 影 響 を予 測 す

る こ とが で き る。

㈹ 本 シス テ ムは 、 ゴ ミ公害 、 住 宅 問題 の よ うに、特 に 国民 生 活 に重 要 に 関

係 を もつ課題 を取 り上 げ、 そ れ を 自治 体 、企業 、 市 民 団体 等 の 協 力 に より

解決 す るた めの シ ステ ムで あ る。

な お 、 ナ シ ・ナ ルTPBSは 次 の よ うな手順 を経 て行 な われ る。

●

オ1フ ェ ー ズ

↓

才2フ ェ ー ズ

↓

オ3フ ェ ー ズ

↓

オ4フ ェ ー ズ

1

解決すべ き問題 の本質並 びに制約条件 の解 明

問題の本質 の構造化及び制 約条件の構造化

必 要 デー タの収 集

問題 の本質 の分析 と制約条件 の分析
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問題 の本質 と制約条件 の相 関関係 の分析

予測モデルに よる各種将来像の設定

問題解決 のための諸方策 の選定

(1)オ1フ ェ一一ズ

ここでは 、解 決 す べ き問 題 点 の現 状 及 び問題 の内容 及 び将 来 の 動 向 を

明 らか にす る と と もに、制 約 条件 と して考 え られ る ものを 明 らか にす る。

(2)才2フ ェー ズ

こ こで は、解 決 す べ き問題 点 の構 造 化 及 び制 約 条 件 の構 造 化 を行 な う

こ とに よ り、 よ り問題 の本 質 を 明 らか に す る。

③ オ3フ ェー ズ

こ こでは 、オ4フ ェー ズ以 後 の 分析 に おい て使 用 され る各種 の デー タ

を収 集 す る。

(4)才4フ ェー ズ

'こ こでは
、 問題 の 本質 の分析 と制 約 条件 の分 析 を傾 向分 析 モ デ ル、 構

造 分析 モ デル等 の 各 種手 法 を使 用 して行 な う。

(5)オ5フ ェー ズ

こ こで は、 オ4フ ェー ズに おい て分析 され た問題 の本 質 の分析 とそ れ

を とりま く制 約条 件 との相 互 関連 性 につ い て の分 析 を行 な う。

(6)オ6フ ェー ズ

こ こで は、 構 造 的 予 測 モ デ ル を使 用 す る こ とに よ り、 問題 の本 質 及 び

制約 条件 が 将来 ど う変化 して い くのか に つい て 予測 す る。

(7)オ7フ ェー ズ

こ こでは 、 オ6フ ェー ズの 分析 に基 づい て、 問題 解決 の た め に とるべ

き諸 方策 の設 定 並 び に選 定 を行 な う。
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§2STU(STYRELSENF6RTEKNISK

UTVECKLING)の 概 要

STUと はス エ ー デ ンに お け る技 術 開発 を と りお こな う部 門 で あ り、 本文

§2に お い ての べ た地 域 情 報 化 プ ロジ ェク トはSTUの も とでk・ こなわれ て

い るo

まず 、 ス エー デ ン政 府 に お け るSTUの 組織 的位 置 を のべ る。

STUと は何 か

半 官 半 民 の
リサーチ研究所

一 政 府 の機 関 で あ り、 通 産 省 に属 す る。

一 テ ク ニ カル なR&Dに お け る通 産 省 の右 腕 であ る。

一 政 府 のR&Dポ リシー の道 具 で あ る。

-R&Dへ の政 府援 助 へ の通 路 で あ リパ イ ロ ッ ト的 組織 で あ る。

STUの 仕 事

一 輸 出入 マ ー ケ ッ トに お け るス エー デン工 業 の競 争力 の強 化 を行 な う。
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一 社 会 の ニー ズ を満 足 す る生 産 とシ ス テ ムの 開 発 の 推進 を行 な う
。

一 スエー デ ン に お け るテ ク ニ カル な 知識 の増 強 を行 な う。

STUは 、 そ の任 務 を次 の事 項 を通 じて 遂行 す る。

-R&Dに 対 す る ニー ズ とプ ラ イオ リテ ィの 明確 化
。

一 工 業 と社会 の ニー ズ を満 足 させ るた め にR&Dを 計 画 す る
。

-R&Dの プ ロジ ェク トや プ ログ ラム に対 す る経 済 的 な援 助 を行 な う。

一 各 種 の ア ドバ イザー を行 な う
。

一 国 内及 び国 際 的 な交流 の推 進 を行 な う。

●

図1STUの 組 織 図

STUデ ィレク ター

マ ネ ジ メ ン ト 計画と予算編成

開 発 部

一 セ ク タ ー プ ラ

ン

ー プ ロ ジ ェ ク ト

評 価

一 プ ロ ジ ェ ク ト

の フ ォ ロー ア

ッ プ

ー ドキ ュ メ ン テ

ー シ ョン

ア ドバイザー劃

一技術革新へ の

ア ドバ イス と

サポー ト

一発明の普及化

一 イン フォ一一メ

ーシ ョン

国 際 部

一 国際的交流 と

情報

一政府やオーソ

リテ ィへ のサ

ー ビス

ー共 同 プロジェ

ク トへ の推進

とサ'一ビス

経 理 部

一経 済

一 スタツフ

ー一般サー ビス

ーr登 記計 画 部

包

●
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表1R&Dへ の国 全体 の支 出(1971年 度)

(億 円)

パ ー フ ォー

マ ン ス

資 金
工 業 政府一般 私 企 業 高等教育 海 外 トー タ ル

工 業

(大 多数私企業)
1047.9 7.7 0 8.4 10.5 1074.5

政 府 一 般 176.4 217.7 0.7 391.3 30.8 786.1

私 企 業

(ノ ンプロフイヲト)
0.7 0.7 0.7 35 0 37.1

高 等 教 育 0 1.4 0 一 0 1.4

海 外 9ユ 4.9 一 4.9 一 189

ト ー タ ル 1234.1 232.4 1.4 439.6 413 1949.5

高 等

教 育

439.6

(注)1949.5億 円 はGNPの1.5%で ある。

図2政 府 のR&Dへ の 投 資(単 位 億 円)

自然 科学

97.3

医 療

170.1

農 業

56.7

STUト ー タ ル84.0

一33一
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§3TheSwedishAgencyforAdministrative

Development(SAFAD)の 概 要

SAFADは スエ ー デ ン政 府vateけ る社会 関連 サー ビス を提 供す るた めの

部 門 で あ り、 具 体 的 には 、 住 宅 供給 、 育 児 手当 、 病 気 等 に対 す る ソー シ ャル

ケア に 関す る幅 広 い サー ビス関連 の プ ロジ ェク トの 推進 を行 なってい る。

(i)現 在 のス エ ー デ ン政 府 の 中 にお い て、SAFADは 基 本 的 には行 政 的 な

組織化 とい う方法論 の開発 に従事 してい る。

そ して これ らに つ い て カバ ー してい る領 域 は 組織 のデ ザ イン及 び準 備、

オ フ ィス シ ス テ ム とプ ロデ ー サ ー 、 組 織変 更 、 教 育 と トレー ニ ング、長

期 計 画 、 コン ピ ュー ター の調達 、EDPシ ス テ ム の 開発 等 幅 広 い分 野 に わ

たっ て い る。

そ して、SAFADの やb方 は 、仕 事 の分 割化 を行 な うのみ では な く、

政 府機 関 の事 務手 続 き等 の 近代 化 を も助 け る もので あ る。

しか しなが ら、SAFADの メ イン ター ゲ ッ トは 、 コ ス トの減 少 を計b

つ つ、 か つ一 般 大 衆 へ の サー ビス の高 度化 を計 る と と もに、 それ らの効 果

を増 進 させ る こ とに あ る。

㈹ 現 在(1975年1月 以 来)SAFADは セ ク ター を 中心 と した リサー

チ業 務(投 資、 調 達 、研 究 、 問い 合 わせetc)に た ず さわ っ てい る。

そ して各 々の セ ク ター は デ パ ー トメ ン トに よって 分 割 され でい る。 そ の

組織 図 を 次 に示 す。(図3)

■

■

●

●
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図3SAFADの 組 織 図

計 画 と ト

1/一 ニ ン

グ部 門

技術部門

事

マ ネ ジ メ ン ト部

マ ネジ メγ ト秘 書

リサ ー チ リサー チ リサー チ

行政 部 門 部 門 部 門 部 門

(注)技 術.部 門:EDP関 連 の業務
　

リサー チ部 門1:新 しい税 シ ス テムの 開発

リサ ー チ部 門2:ソ ー シ ャル ケ ア関係

(mス エー デ ンに お い ては 、現 在SAFAD関 連 の 業務 は プ ロジ ェク トの形

で 動い て い る。 そ して、 そ れ らを コス ト的 にみ てみ る と、 万 円 の オー ダー

か ら億 円 のオ ー ダー へ と幅広 くわ た って い る。

現 在50の プ ロジ ェ ク トが考 慮 中 であ り、 もしそれ らが サ ブ プ ロ ジ ェク

トま で分 割 され た とす れ ば トー タル で80位 に な る。

そ して、 これ らの プ ロジ ェク トの多 くはEDPオ リエ ンテ ィ ドな もの で

あ る。 そ して 、 これ らの プ ロジ ェ ク トの 推進 のため には コン ピ ュー ター テ

ク ノ ロジー は最 も効率 的 な もの で あ る と考 え られ 、 コン ピュー ター の助 け

に よっ て、 多 くの情 報 が簡 単 に蓄 積 され 、 又取 り出す こ とが で きる よ うに

なっ てい る。 しか しなが ら、 この こ とは コン ピ ュー ター 使 用 に お け る共 通

的基 盤 を必要 と し、 かつ て な情 報 の ア クセ スは さけ なけ れ ば な らない こ と
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を示 して い る。

加 うるに 、 情 報 の使 用 に 関 す る法 制 度化 、 技 術 的 障害 等 の問題 が存 在 す

るが、 これ らの諸 問題 に対 して、SAFADは 標 準化 、 コンピュー ター の

保 護 及 び蓄 積 され た情 報 の取 り扱 い 等 につ い て の指 導 を行 な って い る。

ω 一 方SAFADは ・,住民 のデ ー ターバ ン ク を作 成 して い るが、 これは 大

型 マ シ ン に よる デー タベ ー スシ ス テ ム で あ り、現 在 は デ ュー プ レ ック ス

方 式 で運 用 さ れ てい る。

デー タ ・ベ ー ス の主 な内容 は 各 個人 に 関す る フ ァイル で あ 久 約50位

の項 目につ い て調 査 され て い る。

各 個人 につ い て の情 報検 索時 間 は 約2秒 で あ り、 これ らの情報 は スエ ー

デ ン各地 に設置 さ れ た1,000前 後 のCRTタ ー ミナル に よって 自由 に よ

びだ す こ とが 出 来 る よ うに なっ て い る。

M最 近実 施 され た い くつ か の プロ ジェ ク ト

ω 司法 に お け る イ ンケ ォー メー シ ョン シ ス テ ムの考 案

(ロ)ヘ ル ス及 び メデ ィ カル ず一 ビス関連 の プ ロジ ェク ト

内 労働 マー ケ ッ トセ ク ター に おけ る ロン グ レ ン ジマ ン パ ワー リソー スに

'関 す
る研究

⇔ 教 育 と リサー チ セ ク ター に お け る莫 大 な ラ イブ ラ リー 情 報 の コン ピ ュ

一 夕 ライ ズ ド化 プ ロジ ェク ト

困 農 業 と環境 保 護部 門vak・ け るNOx生 成物 とそ の 自然 の 中 での変 化 に

関 す る情 報 シ ステ ム作 成 につ い て の プ ロジ ェ ク ト

内 地方 の新 しい 組 織構 造化 に関 す るプ ロジ ェ ク ト

これ らの プ ロジ ェク トをSAFADは コン ピ ュー ター オ リエン テ ィ ドな

方 向 で各 省、 各 部 門 との協 力 の も とに 推進 してい る。
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§4エ リ ク ソ ン社 の ピ ク チ ャ ーL・フ ォ ン の 概 要

◎

ピ ク チ ャ ー テ レ フ ォ ン は 新 しい メ デ ィ ア で あ る。 そ して これ は テ レ ビ ジ ョ

ン が ラ ジ オ に ピク チ ャー を 付 加 した 以 上 の もの で あ る よ う に 、 テ レ フ ォ ン に

ピ ク チ ャ ー を 付 加 した 以 上 の もの で あ る。

我 々 は す で に ピ ク チ ャー フ ォ ン の 多 くの 重 要 な ア プ リケ ー シ ョン を 予 想 す

る こ とが で き る が 、 我 々 の 日常 活 動 へ の 十 分 な イ ン パ ク トは 、 我 々 が この メ

デ ィ ア の 使 い 方 を 正 し く学 ん だ 所 に 序 々 に や っ て くる で あ ろ う。

ビ ジ ュ ア ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム は 、 多 くの フ ェー ス ・ツ ー ・フ ェ

ー ス ・ ビ ジ ネ ス や ソー シ ャ ル コ ン タ ク トの 十 分 な代 替 と して働 くだ け で な く、

コ ン ピ ュ ー タ との 連 結 に よ る デ ー タデ ィ ス プ レ ー 、 リモ ー トモ ニ タ リ ン グ 、

ドキ ュ メ ン トの デ ィ ス プ レ イ等 の 多 くの 他 の ビジ ュ ア ル サ ー ビ ス に 役 立 て る

こ と が で き る。

■
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図4ピ ク チ ャー フ ォ ン シ ス テ ム

フ ェ ー ス ツ
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'

今 日、 高 度 に 開発 され た テ レ コ ミ ュニケー シ ョン技 術 を もっ た多 くの国 々

で、 エ ク スパー ト達 は 、 ビジ ュア ルテ レ フォ ンサー ビスが イ ン ター ナ シ ョナ

リー に提 供 され る 日を 夢み て働 い て い る。

そ して 、 エ リク ソン社 に お け る成 功 は1つ の叉 は い くつ か の発 明 の要 とい

うだ け で は な く、高 度 に 発達 した イン フ ォー メー シ ョン シ ス テ ムの 要 で あ る

と考 え られ る。

しか しなが ら、 我 々が オー バー オ ー ル な最 適解 に到 達 す るた め には 、種 々

の複 雑 な、 そ して時 に は 対立 す る ビヘ ビオ ラル な、経 済 的 な、 そ して技 術 フ

ァク ター を考 慮 し、 の り越 え てい か なけれ ば な らない。

○ フィー ジ ビ リテ ィ ・プ ロ グ ラム

ビジ ュアル コ ミ ュニ ケー シ ・ン シス テ ムは、 そ う遠 くない将 来 に おい て、

多 くの面 で技 術 的 に可 能 でな けれ ば な らない。

ま た、 シ ステ ム は もしサー ビス が うま くス ター ト した な らば 、 少 くと も

あ る重 要 な カ ス タマ ー の グ ルー プに対 して経済 的 に フィ ー ジ ブル で な けれ

ば な らない。

また 、テ レ フ ナン ア ドミニス トンー シ ョンが新 しい サ ー ビスの 導 入 を推

進 しなけれ ば な らな い とい う政治 的 な フ ィー ジ ビ リテ ィが必 要 で あ る とい

う ことを知 らなけ れ ば な らな い。

例 え ば、 い くつ か の国 で は一 般 大 衆 はPOTS(PIainOldTeIe-

phoneService)に 投 資 す るの を好 むか もしれ ない。

同様 に、新 旧 シ ステ ム を比 較 した場 合 、料 金 の 問題 が 複雑 な政 治 的 問題

に な る か も しれ ないo

oテ ク ニ カル フ ィ ロ ソ フィー一

回ー カル ネ ッ トワー ク と しては(オ フィ スで あれ 、工 場 で あれ)ワ イ ド

バ ン ドの伝 達 が経 済 的 に ア レ ンジ され る。 そ して、 それ は簡 単 な ピク チ ャ

ー テ レ フォ ン セ ッ トに よる ハ イク オ リテ ィ な ビデ オ コ ミュニ ケー シ ョン を

約束 す る。
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遠距 離 コ ミュニ ケー シ ・ンに対 しては 、狭 バ ン ド用 の特 別 な装 置 が使 用

され る。 また そ れ は 、PictureProcessingIJnits(PPU)と 呼 ば

れ、 バ ン ドを圧 縮 す るた め に使 用 され る。

PPUは 、 ピク チ ャー テ レ フォ ンに 比 しては 少 ない 使 用 回数 で あ ろ う し、

そ の こ とは 、 シ ス テ ム に対 して は経済 的 ペ ナ ル テ ィ な しに技 術 的 開発 が で

きる こ とを示 してい る。

PPUは 、 ロー カ ル 、遠 距 離 を 問 わず 、 どの よ うな 異 っ た レベ ル に対 し

て使 用 され る汎 用的 な ピク チ ャー テ レ フォ ンの使 用 を可 能 とす る。

ま た、2台 の 連結 され たPPUの リモー トチ ェ ンジ に よっ て、 ピク チ ャ

ー の 内容(顔 や ドキ ュメ ン ト)の 最 適 化 を行 な うこ とが で き る。

遠距 離 の リンク に対 して は、 次 に示 す ような適 当 な 伝送 路 が使 用 され る

で あ ろ う。 ア ナ ログ又 は デ ジ タル、 バ ランス トペ ア ケー ブ ル、 同 軸 ケ ー ブ

ル、 マ イク ロ ウェー ブ、衛 星 通信 等 で あ る。

結 局 の所 、 将 来 に おい ては ピクチ ャー テ レ フ ォ ンサー ビスが一 般 的 な コ

ミュニ ケー シ ョン シ ス テ ム と して 採 用 され る こ とにな る で あ ろ う。

ま た、 この セ ッ トには 、標 準 の テ レ ビ設備 に 関 して は、 同様 の基 本 的 な

ピクチ ャー パ ラ メー ター が使用 され る。 そ して この シ ステ ムは 、現 在 のそ

して将来 の ビデ オ機 器 に比 較 して、 多方 面 に使 用 で き、 柔軟 な シス テ ムで

ある と考 え られ 、 この こ とは ユー ザ ー の点 か ら見れ ば、 きわ め て有 利 な こ

とで あ る。 特 に既 存 の伝送 シ ス テ ムが減 少 傾 向 を示 してい るバ ン ド巾 の コ

ス トにつ い て は有 利 で あ ろ う。

oエ リク ソン社 の プ ロ トタイ プ ビジ ュアル コ ミュニ ケー シ ョンシ ス テ ム

基 本 的 な ピクチ ャー パ ラメー ター は、 標準 的 な ヨー ロ ッパ の放送 テ レ ビ

ジ ョンの規 格 と同 じ で ある。

もち ろん、 この シ ステ ムは ア メ リカの標 準 で ある525ラ イン、30Hz

フレ ー ム周波 数 に とって も有 用 で あ る。

基 本 的 ピク チ ャー パ ラ メー ター
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'

ラ イ ン 数625

フ レ ー ム 周 波 数25Hz

イ ン タ ー フェース1:2

ア ス ペ ク ト比(高 さ:巾)3:4

バ ン ド 巾5MHz、1MHz、4KHz

5MHz(シ ー ル ドワ イ ヤ ー)一 フ ェー ス ツ ー フ ェ ー ス 、 ド

キ ュ メ ン ト

1MHz(テ レ フ ォ ン ラ イ ン)一 フ ェー ス ツー フ ェ ー ス(ム

ー ビー)

一 ドキ ュ メ ン ト(ス ロ ー ス キ

ャ ン)

・4KHz(テ レ フ ォ ン チ ャ ン ネ ル)一 ドキ ュ メ ン ト(ス ロー

ス キ ャ ン)

ス ロ一一ス キ ャ ン は 、PPUに よ っ て 達 成 さ れ る。

セ ッ トの サ イ ズ

.高 さ:40cnz、 巾:23cnt、 奥 行 き:33cnt

ピ ク チ ャ ー サ イ ズ

14×18eml

∀

弘
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§5BBCのCEEFAXの 概 要

CEEFAXはBBCに よ り開 発 され た ダイyル に よリペー ジを セ レ ク トす

る イン フ ォー メー シ ョンサー ビ スで あ る。 そ れ は視 聴者 にTVの ス ク リー ン

上 に文 字 や 図 で記 され た各種 情 報 を提 供 す る もの で あ る。 このサー ビス は オ

プ シ ョナ ル な もの で あ り、 この サ ー ビス を利 用 す るた めに は、 通 常 のTV受

話 機 に特 別 に付 加 され た デ コー ダ ー を必 要 とす る。 結局 、CEEFAXを 組 み

こんだ テ レ ビ セ ッ トは 標準 的 なT.Vセ ッ トの価 格 とほ とん ど同様 の コ ス トと

な る と考 え られ る。

CEEFAXデ コー ダー を くみ こん だTV受 信 機 は、視 聴 者 が通 常 の プ ログ

ラ ムの ダ イヤ ル を切 り換 え るだ け でCEEFAXシ ステ ムが 用意 して い る カ ラ

ー の ス ク リー ン ・サ イズ の100ペ ー ジの 中 か ら1コ を選 び出 す こ とを 可能

とす る、 特 別 な コ ン トロー ル機 能 を もっ て い る。CEEFAXは ニ ュース の見

出 し、 ス ポー ツの 結果 、 天 候 、旅 行 、 株 価 、 消費 者 事情 等 を含 ん でい る。 視

聴者 が行 な う こ とは 、情 報 を選 び 出す た め に、 そ の ペー ジを セ レ ク トす る た

め の ボ タ ンを おす こ とだ け で あ る。

CEEFAXは 最 初1972年10月23日 にBBCに よっ て 発表 され 、

1973年3月 に実 験 的 な送 信 が 始 ま っ た。 また他 の組 織 との 広範 な協 力 の

も とに、 この よ うな イン フ ォー メー シ ョン ・サ ー ビスの標 準 規 格化 が な され 、

そ して 発 表 され た。BBCの テ ス ト送 信 は1974年3月 に統 一化 され た基

準 に変 更 され た。 編 集者 や 研 究 者 の チー ム に よって た えず 更新 され た多 くの

異 な っ たペ ー ジに よる、実 験 サー ビスが1974年11月23日 にHome

Officeの 公認 の もとに開 始 され た。

、

φ

も

oCEEFAXの ペ ー ジ

図5にCEEFAXの ペ ー ジ の 様 子 を 示 す。

各 々 の ペ ー ジは 、 各 行 に40文 字 、24行 の イ ン フ ォ ー メ ー シ ョン を 提
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供 す る ことが 出来 る。 そ の文 字 の形 は受 信 機 の仕 様 に よるが 、 この シ ス テ

ム は7×5の マ ト リック スで あ る。

各 々 のペ ー ジの最 初 の行 は ペ ー ジヘ ッダー と よばれ てい る特 別 な行 で あ

る。 ペ ー ジヘ ッダーは2番 目には 、 ペ ー ジナ ンバ ー 、 日付 け 、時 間 を示 し

て い るo

CEEFAX受 信 機 は その ヘ ッダー の行 の始 めに送 信 され る シグ ネル を認

識 した後 、 そ のペ ー ジが い つ 始 ま っ てい るのか 、 そ して何 ペ ー ジで あ るの

か を記 述 す る ことが で きる。

そ の シ グ ナ ルが ペー ジセ レ ク ター を通 じて視 聴者 に よっ て与 え られ た命

令 と合致 した時 、 受信 機 はヘ ッダー の 行 や それ に続 く本 文 を表 示 す る こ と

を 始 め る。

図5CEEFAXの ペ ー ジ(天 候)
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○送 信

イ ン フ ォ ー メ ー シ ョン は コー ド化 さ れ た エ レ ク ト リ ック パ ル ス と して 電

送 され る。 そ の パ ル ス はTVの 波 長(1フ ィ ー ル ド17と18ラ イ ン 、 次

に330と331ラ イ ン)の ブ ラ ン ク領 域 の2つ の ラ イ ン に 付 加 さ れ る。

これ らのTVラ イ ン の 各 々 はCEEFAXデ ィ ス プ レ イ の1つ の 行 の た め の

コー ド化 され た イ ン フ ォー メー シ ョ ン を も た らす 。 こ の よ6に 、 各 々 のT

V領 域 に と っ て 有 用 な2ラ イ ン に よ り、

、

D

24行
=0 .24sec

2行/領 域 ×50領 域/sec

が24行 の フル ペー ジ を送 信 す る ため に必 要 とな る。1

読 み や す く、 そ して魅 力 的 な レ イア ウ トの た めに は、 平 均 的 な ペ ー ジは

本 文 に関 しては24行 以 下vak・ さえ られ るで あ ろ う し、 そ して そ の こ とは

0.24sec以 下 で送 信 可 能 で あ る とい うこ とを示 している。

完 全 なペ ー ジは 交 互 に送 信 され る た め に、 受 信者 が セ レ ク トボ タ ン をお

した後 、 必要 とす るペ ー ジが ス ク リー ン上 に現 われ るま で には24secか

か るか も しナしないo

o受 信

通 常 のTVの よ うに、CEEFAXも またい くつ か の外 乱 に よっ て か きみ

だ され そ の結 果 、 あや ま っ た図 や 文字 が 発生 す るか も しれ ない。

しか しな が ら、 良 いTV受 信 が 出来 る所 で あれ ば ど こで も良いCEEFAX

の受 信 が可 能 で あ る と と もに、 フィー ル ドテ ス トはCEEFAXはUHF、

VHFの 両 者 に 於 い て等 し く うま く働 くとい うこ とを示 して い る。

図6に 簡 単 なCEEFAX受 信 機 の配 列 を示 す。

`
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図6CEEFAX受 信 機

音声周波
'数 回 路

アルファニュー メ リック

ビデ オ

スイッチ
ー

才

略

テ ブラウン管

号9行 とペ ー ペ ー ジ キ・ラクS-
0呂 ジの判 別 デ ー ・ ス ア ジ∋ レ一 夕ー

シグナル シグナル

ベ ー ジ.

セ レク ター

。情報 量 の拡 張

この シ ステ ムは 多 くの くふ うを行 な う ことが可 能 に なっ てい る。 サ ー ビ

ス と して 提供 可 能 な イ ン フォー メー シ ・ン の量 は 、以 下 の方 法 でペ ー ジ を

利 用 す る こ とに よっ て 、非 常 に拡 大 す る こ とが で き るg

タ イプA

ペー ジはす ば や くア ップデ ー トす る ことので きる情 報 のペ ー ジ よ り

成 る。 ニ ュー スヘ ッデ ン グは この方 法 で示 され る。

タイ プB

ペー ジは 回転 ペー ジ と して記 述 され る。 イン フォー メー シ ョン の完

全 な ペー ジは送 信 され、 そ して、 あ る解 読期 間 の 間変化 され る こ とな

く残 され る。(多 分1分 間位)そ して、 新 しい 本文 が 次 か ら次へ と 自

動 的 に場 所 を し める よ うに な っ てい る。 この よ うな方法 で、 例 え ば フ

ッ トボー ルの結 果 の よ うな長 い リス トが、 シス テ ムの 中 で最 少 の スペ

ー スに お・さえ られ る。

タイ プC
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ベ ー ジは 、 しば しば更 新 の 必要 の な い イ ン フォー メー シ ョンや1日

に1度 送信 され る必要 の ある イン フ ォー メー シ ・ンの 伝送 に利 用 され

る0

1分 間 に1つ の 割合 で1日 に1,000以 上 の特 殊 な ペー ジを送 る こ

とが 出来 る。 各 々は そ れ 自体 の ア ドレスに よって 明確化 され、 ま た便

宜 上 送 信 タ イ ムに とっ て あ る。'

例 え ば、1925に ア ドレス され た1ペ ー ジは1925ク ロ ック タ

イ ム で送 信 され る。.

タ イ プCの ペ ー ジは 、 受信 者 に よっ て 前 もっ て選択 され る。 そ め た

め に彼 の リシー バー は 要 求 され る ペー ジ を認 識 し、 記憶 し、 い く・らか 、

の時 間経 過 後 に ス ク リー ン上 に 映 し出 され る。

ま た、1日 を通 じて 、 非常 に多 くの ペー ジの 蓄積 が可 能 とな る'よう

な 、電 気 的 蓄積 の方 法 が経 済 的 な価 格 で登 場 す る で あろ う とい うこ と

が 考 え られ る。

CEEFAXは 普 通 の プ ログ ラムの上 に、 サ ブ タ イ トル を 載せ る こと

もで きる よ うに な'って い る。

これ は難 聴者 に とって も有 用 で あ り、 プ ログ ラム音 声 の か わ りに、

代 替 の言 語 を与 え る こ とが で き る。

同様 の方 法 で受 信者 は、 送 信 され た ば か りの ニ ュー ス フ ラ ッシ ュを

自動 的 に映 しだ す こ とが 出来 る。

サ

●

亀
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§6 POSTOF[FICEのVIEWDATAの 概 要

ワ イ ドレ ン ジ の 情 報 が テ レ・フ ォ ン に よ っ て 呼 び 出 さ れ 、 そ し て そ れ が す ば

や く通 常 の テ レ ビ ジ ョン セ ッ トに デ ィ ス プ レ ー さ れ る とい う、 ラ デ ィ カ ル な

新 し い テ レ フ ォ ン サ 一一ビ ス が 、 今 日、1)ostOfficevak・ い て 計 画 され て い

るo

こ の サ ー ビス はVIEVVDATAと し て 知 られ てk・ り、 そ の サ ー ビ ス は ボ タ ン に

タ ッ チ す る だ け で完 全 に 自動 的 に 提 供 さ れ る よ う に な っ て い る。

来 年 に ス タ ー トさ れ る な らば 、 も し ト ラ イ ヤ ル に 成 功 す れ ば 、3～4年 後

に は う ま くい く よ うに な る だ ろ う。

今 日、PostOfficeの 繍 で あ る 、Vl:iIIiamRyland氏 は"VI㎜ATA

は 全 くPostOfficeに よ っ て 開 発 さ れ 、 そ して そ れ は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

の 分 野 に 新 しい デ ィ メ ン シ ・ン を 加 え る こ と に な る だ ろ う。 家 庭 に お い て も、

又 職 場 に お い て も人 々が 必 要 と す る 情 報 を テ レ フ ォ ン ネ ッ ト ワー ク を使 用 し

て 呼 び 出 し、 そ れ を 迅 速 に か つ 安 価 に テ レ ビ ジ ョ ン ス ク リー ン の上 に 映 し 出

す こ と の で き る 日 の く る の は そ う遠 い こ と で は な い だ ろ う。"と 発 言 して い

るo

VIEWDATAは 、 ロ ン ドン のHeathrowホ テ ルvak・ い て 開 か れ た 国 際 コ ン

ピ ュ ー タ会 議([urocomp)に お い て 、PostOfficeに よ っ て 出 席 者 達

に デ モ ン ス ト1/一 ト さ れ た。

世 界 各 国 か ら英 国 に や っ て き た800名 の 出 席 者 達 は 、PostOfficeが

VIEWDATAの 発 表 を行 な う こ と を 予 期 して い た。

VIEWDATAに よ っ て 、 幅 広 い 領 域 に わ た っ た イ ン フ ォ 一一メ ー シ ョ ン(例

え ば 、 ニ ュ ー ス 、 娯 楽 、 旅 行 、 広 告 、 商 業 情 報 等)が 、 通 常 の テ レ フ ォ ン

ネ ッ トワー ク に 連 結 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ デ ー タ バ ン ク に 蓄 積 さ れ て い る。

彼 らの テ レ ビ セ ッ トに リン ク され た テ レ フ ォン を使 用 す る こ とに よ っ て

(う ま くモ デ ィ フ ァ イ され て)、 ユ ー ザ ー はVIEWDATAが 提 供 す る ワ イ ド
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レ ンジ の イ ン フ ォー メー シ ョン をア ク セス す る こ とが で きる。 ユーザ ー は 全

て の サー ビスを簡 単 な手 に もつ こ との で き る コン トロー ル ユ ニ ッ トに よって

コン トロー ルす るこ とが で き る。

VIEWDATAを 使 用 しない 時 には、 テ レ フ ナ ンは もち ろん 通 常 の テ レ フ ォ

ン コー ル を発信 し、 又 は受信 す るの に使 われ る。

VIEWDATAの 情報 を得 る た め に、 ま ず ユー ザーは テ レ ビジ ョン の ス イ ッ

チ を入れ 、 そ して コン トロー ル ユ ニ ッ トの ボ タ ンを押 してテ レ フ ォ ン回線 を

通 じて サ ー ビス を呼 び 出 さ なけ れ ば な らない。 彼 らは この 時 、 テ レ フ ォン レ

シー バー を持 ち上 げ る必 要 は ない。 それ か ら他 の ボタ ン を押 す こ とに よ り

VIEWDATAの 情 報 の 内容 を リス トア ップ して い るIndexが テ レ ビジ ・ン

ス ク,リー ン上 に現 われ る。

次 に、 ス ク リー ン上 に映 し出 され る簡 単 な指 図 に よっ て ユー ザ ー は い くつ

か の ボ タ ン を押 す こ とに よ り、 彼 らの欲 してい る情 報 を選 択 す る ことが で き

るo'

最 後 に、 い くつ か の ボ タ ン操 作 で デ ィ ス プ レー は ス ク リー ン上 か ら消 え、

そ して 呼 び 出 しは終 わ る。

家庭 の テ レ ビジ ョンへ のテ レ フ ォ ン リ ンクの 替 りに 、 ビジ ネ スユー ザ ー は、

目的 別 のVIEWDATAタ ー ミナ ル(コ ン トロー ル とテ レ フ ォン を組込 ん だ)

を使 用 す る こと もで きる。

VIEWDATAに よっ て情 報 を 提供 す る た め には、 独立 した 部 門 が必 要 で あ

る。 そ して その 部 門 が ダ イ レ ク トに使 用 可 能 な形 に なっ てい る情 報 の 供給 を

行 な う よ うにす る。

VIEWDATAは 非 常 に ワ イ ドレ・ン ジの情 報 を提 供 す る こ とが で き る。 そ し

て そ れ は 、英 国 に お いて行 な われ てい る映 画 、劇場 の催 し物 、 コ ンサ 三 ト、

バ レー 、 リサ イ タル 、 ア イス スペ ク タル 、 レ ス リン グや ボ ク シ ング の試 合 、

そ して 他 の 娯楽 や ス ポー ツ等 の詳細 をttGoingOut"の ヘ ッデ ィ ング に よ

っ て簡 単 にサ ー ビスす る こ とが で き る。

一48一

ノ

¶

,

■

有

●



簡単 な ス ケ ッチ、 ダ イヤ グ ラ ムや 地 図 もま たVIEWDATAに よっ て デ ィス

プ レー され、 一方 カ ラー も文字 と絵 の両方 に付 け加 え る こ とが で き る。7色

までyl珊 瑚TAに 使用可能である・

また、VIEWDATAに よって 、=・一 ザ ー相 互 の簡 単 な メ ッセ ー ジ交信 も可

能 で あ る。 一 度 メ.ッセー ジが送 られ る と、 そ れは送 り手 が 必要 とす る限 りシ

ス テ ムの 中 に蓄 え られ て い る。

これ か らの研 究 開発 と して、PostOfficeは 電 子 部 品製 作 と情 報 提 供 を

含 む パ イ ロッ ト実 験 を 計画 してい る。

来 年1月 にス ター トす る とい う事 情 の た めにPostOfficeは 提供 す る情

報 の レ ン ジの決 定 、 サ ー ビス料 金 の決 定 、 そ して要 求 の ア セ ス メ ン トを実 施

しなけれ ば な らない。

これ に続 く計 画 と して、1977年 の終 わ りま で に マー ケ ッ トリサー チ を

行 ない、 そ して1978～79年 に フル サー ビスが 可 能 に な る よ うにす る も

の で ある。

良
'

、
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§7TELETEXTの 将 来

§5、 §6に おい てBBCのCEEFAX、POSTOFFICEのVIEWDATA

に っ い て のべ て きたo

ここで は、 これ ら2り の システ ム を総 合 化 して よばれ て い るTELE㎜

につ い て、 そ れ らの 開発 状況 及 び コ ス ト的 な面 に つい て以下 の項 目に つ い て

の べ る◎

(i)テ レテ ク ス トシ ステ ムの 開発 状 況

(ii)テ レテ ク ス、トの コス ト

⑩ テ レテ クス トに おい て提 供 され るサー ビス の内 容

㈹ テ レ テ クス トに よる広告 の経 済性

M英 国 に おけ る潜 在的 テ レテ ク ス トvシ ー バ ー販 売 の10年 計 画

回 米 国 に おけ る潜 在的 テ ソ テク ス トレ シー バ ー販 売 の10年 計 画

Oテ レテ ク ス トコ ミュニ ケー シ ョン サー ビス のユ ー ザ一-

Oテ ソ テク ス トシ ステ ム の将 来 的 開 発情況

、

覧

7
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表2テ レテ クス トシ ス テ ムの 開発 状 況

年 米 国 英 国 日 本

ホ ー ム フ ァ ッ ク ス を使 っ たRC

1967

Aの 実 験

1968

'

IVBSに よ るTV－ タ イ ム シ BBCとIBAは 内 部 コ ミュニケー

1969
ス テ ム の テ ス ト シ ョンの た めのICE/SUICE

シ ス テ ムの 業 務 開始

NHKがNT-1、NT-2フ

1970 ア ク シ ミ リシ ス テ ム の デ モ ン ス

ト1/一 シ ョ ン

12月:NBSとABC-TVが 難i. BBCが 内部で難聴者 に対す る N}IKがNT-3フ ァ ク シ ミ リ
1971

聴者 に対す る見 出 しのデモ サ ブ タ イ トル シ ス テ ム の デ モ シス テ ム を開 発

PBSが 難聴者 に対す る見出 し 10月:BBCがCeefaxを 発
1972

の評価 を開始 表

10月:HRIが ア ドオ ン シ ス BBCとIBAがCeefaxとOrac一 NHKが フ ィー ル ド ブ ラ ン キ ン

1973 テ ムを発表 Ieの テ ス ト送信 を開 始 グ イ ン タ ー バ ル を 使 用'し たCシ

ス テ ム フ ァク シ ミ リを開発

春:HRIシ ス テ ム の放 送 テ ス 3月:英 国 で標準規格化 に同意

ト' 9月:政 府 テ レ ックス の実 験 に
1974

秋:PBSがHRIとNBSの 見 出 対 し2生 間の認可 を与 える

しシ ス テ ム の テ ス トを実 施 Ceefaxサ ー ビスが開 始 され る
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表3テ レ テ ッ ク ス の コ ス ト

(万 円)

ユ ニ ッ ト 例 コ ス ト/ユ ニ ッ ト
代 表 的 シ ス テ ム

の コス ト

ス モ ー ル シ ス テ ム

の コ ス ト

コ ン ピ ュー ター オ ー トメ 102.7(英) 163.8(英) 126.0(英)

ミ ニ コ ン
ア ル フ アー 114.0(米) 183.0(米) 141.0(米)

ダイアブロ43 164.6(英) 371.7(英) 321.3(英)

デ ィ ス ク デ バ イ ス
183.0(米) 420.0(米) 360.0(米)

マ ガ デ ー ダVT111 230.0(英) 938.7(英) 44.0(英)

デ ィス プ レ イ ユ ニ ット 255。0(米) 1041.0(米) 48.0(米)

テ レ・ タ イ プ テ1/タ イ プASR一 5L3(英) 51.3(英) 51.3(英)

33 57.0(米) 57.0(米) 57.0(米)

、
126.0(英)

ラ イ ン プ リ ン ター 141.0(米) 多
31.5(英) 一 シ ニL

紙 テ ー プ パ ンチ 36.0(米) 膓;

紙 テ ー プ リー ダー
252(英) ト

27.2(米).

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン イ ン ハ ウ ス 31.5(英) 31.5(英) 31.5(英)

イ タ ー フ ェ ー ス 製 造 36.0(米) 36.0(米) 36.0(米)

デ ー タ イ ン ハ ウス 63.0(英) 63.0(英) 63.0(英)

送 信 機 製 造 69.0(米) 69.0(米) 69.0(米)

1620.0(剣 637.0(英)

ト ー タ ル コ ス ト 1806.0(米) 711.0(米)

「
●
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表4テ レテ クス トに おい て提 供 され るサー ビスの 内容

一 般 的 情 報

ニ ュー スヘ ッデ ィ ン グ、 ホー ム ニ ュー ス、 地 域 ニ ュー ス、 国外 ニ ュー ス、 ス ポー ツ ニ ュー ス とそ の結 果(大

部 の ス ポ ー ツにつ い て)、 通 貨 、 富 くじ とそ の勝者 、 自動 車情報 、 ポ ッ プニ ューース、 ベ ス ト20、 ベ ス トセ ラ

ー ブ ック、 消 費 者価格(季 節 の 野菜 等)、 天 候(全 国、 地域 、 地方 、 海 外)、 ビジ ネス と工 業 、工 業 関連 ニ ュ

スの ヘ ッデ ィ ン グ、 投 資 ニ ュー ス 、 株価 、交 換 レー ト、 必 需 品 、農 産 物 価 格 、 船舶 ニ ュー ス、 交通 ニ ュー ス、

飛 行機 の変 更etc

今 日 の 情 報

催 物 ガ イ ド、 ス ポー ツの 出来事 、 地 方 の 出来 事 、仕 事 、調理 法 、 チ ャ リテ ィ、 占易 、 ジ ョー ク、詩 、 演 劇 、

政 府 自治体 の政 治 的 発表 、 旅 行 情 報 、時 報

通 常放 送 へ の追加

ラジオ 、 テ レ ビジ ョン プ ログ ラ ム、 日 々の放 送 プ ログ ラム の チ ャス ト リス トと追 加情 報 、 公 開 大学 の よ うな

教 育放 送 プ ログ ラム の告 示 と 追 加 情報 、広 告 へ の追 加情 報、 難 聴者 へ の サ ブタ イ トル 、外 国 語 向 け
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表5テ レテ ク ス トに よ る広告 の経済 性

ナ シ ョナ ル サ ー ビ ス ロ ー カ ル サ ー ビス

編 集 ペ ー ジ
67頁 15頁

広 告 ペ ー ジ
33頁 15頁

■

ト ー タ ル ペ ー シ
100頁 30頁

1日 当 り の 編 集 ペ ー ジ の コ ス ト 2.6万 円 0.57万 円

年 間 サ ー ビ ス コス ト
6億3.000万 円 3,150万 円

年間必要収益 9億4,000万 円 4,725万 円

広 告 ペ ー ジ か らの 年 間 必 要 収 益
2,835万 円' 315万 円

年 間 ペ ー ジ 当 り の 広 告 者 コ ス ト 3,780万 円 420万 円

1日 ペ ー ジ 当 り の 広 告 者 コ ス ト 10万 円 1,1万 円

注)広 告者 の コ ス トは、 内部 又 は代 理 店 に よるデ イ リー ペー ジの準 備 費用 も含 む 。

必 要 収 益 は 利益 、 資金 に対 す るマー ジ ン と仮定 す る 。

'
● つ
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表6英 国vak・ け る潜 在 的 テ レテ ク ス トレ シー バ ー販 売 の10年 計 画

年 販 売 数
累 積

販 売 数

価 格(万 円/ユ ニ ッ ト) 販 売 量(億 円/年)

1」SI 製 造 小 売 tSI 製 造 小 売

1 50 50 2,835 5.67 7.56～9.45 14.18 28.3 37.8～47.2

2 150 200 2,079 4,536 6.05～7.56 31.19 68.0 90.7～113.4

3 300 500 1,449 3,591 4.79～5.92 43.47 107.7 143.6～177.6

4 600

.

1,100 1,008 2,961 4.10～5.04 .60.48 177.6 245.7～302.4

5 goo 2,000 0,882 2,772 3.65～4.54 79.38 249.4 328.9～408.2

6 1200 3,200 0,737 2,520 3.34～4.22 88.45 302.4 400.7～506.5

7 1400 4,600 0,668 2,394 3.21～4.03 93.49 335.2 449.8～564.5

8 1200 5,800 0,630 2,394 3.15～3.91 75.60 287.2 378.0～468.7

9 1000 6,800 0,599 2,331 3.09～3.84 59.85 233.1 308.7～384.3

10 900 7,700 0,580 2,268 3.02～3.78 52.16 204.1 272.2～340.2
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表7米 国vak・ け る潜 在 的 テ レ テ ク ス トレ シ ー一一バ ー 販 売 の10年 計 画

年 販 売 数
累 積

販 売 数

価 格(万 円/ユ ニ ッ ト) 販 売 量(億 円/年)

LSI 製 造 小 売 LSI 製 造 小 売

1 200 200 1.98 432 5.76～7.20 39.6 86.4 114～144

2 600 800 1.11 3.03 4.05～5.07 66.6 181.8 243～303

3 1,200 2,000 0.81 2.58 3.42～4.26 97.2 309.0 411～510

4 2,400 4,400 0.63 2.31 3.06～3.81 15L2 555.0 735～915

5 3,500 7,900 0.54 2.16 2.88～3.60 189.0 756.0 1,008～1,260

6 4,700 i2,600 0.51 2.13 2.82～3.51 239.7 1,002.0 1,326～1,650

7 5,500 18,100 0.45 2.04 2.70～3.36 247.5 1,122.0 1,485～1,848

8 4,700 22,800 0.45 2.04 2.70～3.36 211.5 960.0 1,269～1,578

9 4,000 26,800 0.45 2.04 2.70～3.36 180.0 816.0 1,080～1,344

10 31500 30,300 0.42 1.98 2.64～3.36 147.0 69、3.0 924～1,155

.(' ●. ●
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表8テ レ テ ク ス ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ン サ ー ビ ス の ユ ー ザ ー

ア プ リケーシ ョン

提供組織 ・ビジネス タイプ
レ シ ー バ ー の設 置 場 所 1日 当 り

送 信 頁

ペー ジに対 する

トータルな要求

米 国 英 国 米 国 英 国 米 国 英 国

店 内 広 告

多角的販売店

ボ ランタリー

チ ェーン

ブラン ド商 品

供給 サイ ド

200 50 大型販売店 100,000 30,000 2 400 100

企 業 ニュ ー ス

告 示

大 企 業
1,000 200

工場、支店、デ

ィラ一等
200,000 40,000 4 4,000 800

企 業 通 信 〃 1,000 200 〃 200,000 40,000 10 10,000 2,000

交 通 利 用 航空、.交通休 日 100 50 支店、代理店 20,000 4ρ00 10 1,000 500

商 品 利 用 専 門 店 100 10
支店、代理店

得 意 先
5,000 1,000 10 1,000 100

ク レ ジ ヅ ト

チ エ ツ ク

銀 行 、 ク レ ジ ッ

トカ ー ド

100 10 支店、得意先 100,000 20,000 10 1,000 100

ア ラ ー ム

メ ッセ ー ジ

政治、火事、天

候子マ ージャン

スサー ピス

10 10
支店、主要社員

の家
150,000 40,000 1 10 10

775,000 175,000 17,410 3,610

●
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表9テ レ テ クス トシステ ムの将 来 的 開 発状 況

年 英 国 他 の ヨ ー ロ ッパ 諸 国 米 国 及 び カ ナ ダ

消 費者 に対 す る マー ケ ッ トリサ 西 独 及 び他 の国 での 〉 レテ ク ス PBSの 難 聴 者 見 出 しシ ス テ ムの

1975 一 チCeefaxの 継 続 実 験 と オ ラ トの テ ス トo 選択 。

ケルサ ー ビス の 開始o 他 の シス テ ムの実 験 。

1976

政府 に対 す る圧 力 、 フル サ ー ビ

スへ の移 行 。

英国又は 同様の標準規格が受け

入れ られ るo

PBSが 一 部 の 見 出 しサ ー ビ ス を、

≧

開始 ・ 実 験 テ レテ クス トコ ミユ プ

9月 に2年 間 の実 験 終 了 。 ケ ー シ ョ ン の ネ ッ ト ワー ク 化 の 開∫

始 。1

～

政 府 と企 業 に よる フ ルス ケー ル 少 くと も他 の1ケ 国以上 に おい

..

テレテクス トの広域的実験標準規
ψ

1977 サー ビス の た めの委 員 会設 立 。 て フ ル ス ケ ー ル サ ー ビ ス へ の 委 格 へ の進 転 。

員会が設立。

レ シー バ ー へ のLSIの 導 入 が レ シ ー バ ー へ のLSIの 導 入 が

∫

もし、 標準規格化への同意 客到達

1978 な さ れ 、 マ ー ケ ッ ト開 発 の 矛1 な さ れ 、 マ ー ケ ッ ト開 発 の 第1 す れ ば 、LSI使 用 の レ シ1ニ バ ー

年 目が 始 ま る。 年 目が 始 ま る。 の 出現 が 急速 に起 るか も しれ ない〇
三

一 〔 へ tLX一



輌 ⑨ 〈 区霞癬+5
霞 ケ関9tU3⑥F

吻)躰 情報麗麗働会

情 報 総 合 翻 究 疏

eeE■ ◎-5⑧o-64⑥9

㌢バ:



L'


